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主社会主義」を標榜したマンリー政権以降続く一貫した One China Policyの下で、ボーキサイト、アルミプ
ラントへの投資などの援助が拡大する動向が詳述され、クリケット競技場やコンベンションセンターの建設な
ど、中国の「条件の付かない」融資の活用について、案件に基づき、批判的に分析されている。 










審 査 の 要 旨 
１ 批評 
本論文は、カリブ海諸国、とくに旧英領諸国に対する中国の影響力の拡大と日本との関係強化について分析
した本格的な研究であり、これまでの研究の空白を埋めたという点で学術的意義を持つものである。とくに独
立以降の旧英領カリブ海諸国をめぐる国際関係の変化を整理し、その中に中国と日本との関係拡大を実証的に
位置づけたことは、高く評価できる。 
ジャマイカ出身の著者が、日本とカリブ海諸国との関係における歴史的節目において（2014 年は日本とジ
ャマイカとの国交樹立 50 周年、「日・カリブ友好年」）、文献・データに加え、関係諸国の政府関係者とのイ
ンタビューを基礎に、日本と中国との関係強化の論理と実態を分析したことの意味も大きいと言える。 
本論文は、天然資源のみならず、それ以外の多様な資源を駆使して国際社会で生き残りを図ろうとする小国
の外交行動を積極的に評価するとともに、国内政治との関係を踏まえて批判的に分析しており、小国外交につ
いて従来の脆弱性を強調する解釈に修正を迫るものである。資源賦存の在りように基づき小国の外交政策も多
様であるという点を解明したことも評価できる。「条件の付かない援助」を通じて、資源確保と国際社会での
影響力の増大、台湾の影響力の排除を図ろうとする中国外交の分析は、他の開発途上国との関係をみる際にも
有効である。分析は叙述的であるが、インタビューを含め一次二次資料を用い多面的に主張を跡付けようとし
ており一定の説得力をもっている。 
もっとも、その言語運用能力の限界から、主に英語文献に依拠した研究であり、中国と日本政府の外交・援
助政策の根幹にふれる分析には、やや物足りなさが残る。またカリブ海諸国の外交行動をみる上で国際関係、
国内政治、首相権限の大きさが重要とする仮説に対応し、具体的な政策決定過程を踏まえたより精緻な分析は
今後の課題として残っている。また対象とならなかった他のカリブ海諸国の分析やカリコムとしての共同体の
外交決定要因との関係も課題であるが、上述の学術的な意義を損なうものではない。 
 
２ 最終試験 
平成２７年 ２月５日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で合
格と判定された。  
 
３ 結論 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（政治学）の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。 
